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大項目 1. 分析化学 

中項目 1-19. 食品・医薬品分析 

小項目 1-19-5. 薬物スクリーニング 

 

概要（２００字以内） 

化合物ライブラリーから医薬品の候補化合物を絞り込むた

めの分析技術である。医薬品のターゲット分子としては、

受容体、酵素、トランスポーター、イオンチャンネルが重

要であり、これらのタンパク質と化合物の相互作用の大き

さを高スループットで解析できるSPR やチップ技術が用い

られる。今後は、より大規模なライブラリーを用いたスク

リーニング技術やコンピュータシミュレーションによるバ

ーチャルスクリーニングの開発が期待される。 

現状と最前線 

化合物ライブラリーから医薬品の候補化合物を絞り込むための分析技術である。医薬品のタ

ーゲット分子としては、受容体、酵素、トランスポーター、イオンチャンネルが重要であり、

これらのタンパク質と化合物の相互作用の大きさを高スループットで解析できるSPRやチップ

技術が用いられる。また、化合物とタンパク質の相互作用をＦＲＥＴなどの蛍光法により高感

度検出する技術が開発されている。さらに、細胞アレイを用いて、細胞の応答による化合物ス

クリーニング技術、フローサイトメーターを用いたスクリーニング、および動物を用いたスク

リーニング技術も開発されている。 

今後は、より大規模なライブラリーを用いたスクリーニング技術やコンピュータシミュレー

ションによるバーチャルスクリーニングの開発が期待される。 
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将来予測と方向性 

・５年後までに解決・実現が望まれる課題 

バーチャルスクリーニング 

大規模スクリーニング技術 

・１０年後までに解決・実現が望まれる課題 
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